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6月定例会の
あらまし

　
６
月
定
例
会
が
６
月
９
日
か
ら
１１
日
ま
で
の
３
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、一
般
質
問
を
行
い
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
村
の
初
期
対
応
、
鮫
川
村
の

学
校
教
育
や
、
高
齢
者
介
護
施
設
で
の
感
染
対
策
、
行
政

改
革
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
な
ど
、
さ
ら
に
、
小

中
学
校
に
お
け
る
令
和
元
年
度
の
各
学
年
の
消
化
過
不
足

の
実
態
と
、
令
和
２
年
度
の
授
業
時
間
不
足
対
策
方
法
、

災
害
時
の
対
応
や
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
処
理
水

の
処
分
、
災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
な
ど
様
々
な
問
題
を
取

り
上
げ
、
村
政
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鮫
川
村
国
民
健
康
保
険
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
含
む
条
例
２
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
７
件
、

村
有
財
産
の
無
償
譲
渡
１
件
、
報
告
案
件
２
件
、
専
決
処

分
の
承
認
１０
件
、
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
を
開
き
、
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
令
和
２
年

度
予
算
、
村
有
財
産
の
無
償
譲
渡
を
含
む
１０
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
鮫
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
人
事
案
件
８
件
と
鮫
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
人
事
案
件
１
件

を
日
程
に
追
加
し
、原
案
ど
お
り
決
定
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

地
域
げ
ん
き
商
品
券
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　  

3
3
6
5
万
円

関 根 政 雄  村長

地域経済の活性化を図る！ 6月
定例会

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
す
る
法
律
等
関
係

法
令
が
、
令
和
２
年
３
月
３１
日
に
公
布
、
４
月

１
日
施
工
す
る
に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
等
の
規
定
の
追
加
や
肉
用
牛
の
売
却
に

よ
る
事
業
所
得
に
係
る
課
税
の
特
例
の
適
用

期
限
を
３
年
間
延
長
す
る
等
の
改
正
を
し
ま

し
た
。

　
一
人
当
た
り
３
枚
の
布
製
マ
ス
ク
を
全
世
帯

に
配
布
す
る
た
め
、
村
内
の
縫
製
会
社
へ
委
託

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
緊
急

対
応
し
た
。

　
さ
ら
に
、
特
別
定
額
給
付
金
事
業
と
し
て
、

１
人
あ
た
り
１０
万
円
の
給
付
と
、
子
育
て
世
帯

臨
時
交
付
金
事
業
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
済
対
策
の
た
め
３
億

３
２
３
５
万
円
を
専
決
処
分
し
た
。

◆ 

村
税
条
例
の
一
部
改
正

◆ 

令
和
２
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
・
第
２
号
）

専
決
処
分



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
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◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
ほ
か
１４
事
業
。

◎
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
村
が
出
資
し
て
い
る
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の
令
和
元
年

年
事
業
年
度
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
議
会
に
説
明
資
料
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
鮫
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
疾
病
手
当
金
の
支
給
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
国
内
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
こ
と
、
ま
た
は
、

疑
わ
れ
る
被
保
険
者
に
対
し
て
疾
病
手
当
金
の
支
給
を
す
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
。

◎
鮫
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
消
費
税
増
税
に
よ
る
低
所
得
者
軽
減
強
化
に
伴
い
、
段
階
別

に
分
か
れ
て
い
る
９
段
階
の
う
ち
、
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
を
対
象
に
介
護
保
険
料
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
鮫
川
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
芳
賀　
五
郎（
渡
瀬
）

　
鈴
木　
市
恵（
赤
坂
中
野
）

　
鈴
木　
清
孝（
青
生
野
）

　
鷺
野
谷
重
一（
富
田
）

　
鈴
木　
則
男（
西
山
）

　
舟
木　
　
久（
赤
坂
西
野
）

　
芳
賀　
芳
雄（
赤
坂
東
野
）

　
藤
田　
浩
之
（
渡
瀬
）

◎
鮫
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　
中
川
西
安
男
（
石
井
草
）

報
告
が
あ
り
ま
し
た

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

人
事
案
件
が
あ
り
ま
し
た

■ ６月定例補正予算の状況

一　般　会　計
会  計  別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

事業勘定

直診勘定
国保

特
別
会
計

7532万7千円増
397万円増

0
118万5千円増
31万９千円減

0
108万8千円増

36億997万7千円
4億2747万円
7140万5千円
1018万５千円

４億8651万4千円
1760万円

１億142万8千円

8125万1千円増 47億2457万9千円

村営バス事業

介 護 保 険

交 流 施 設

学校給食センター

地域経済の令和2年度

補正予算

■ 6月定例補正予算の主な事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
広葉樹林再生事業補助金
新型ウイルス感染対策強化事業補助金
防災無線設備移転補償費

5070万3千円追加
900万円追加
96万4千円追加
318万円追加

人口ビジョン・総合戦略策定業務費
広葉樹林再生事業費
ふるさと支援宅配便事業費
地域げんき商品券事業費
事業所支援給付事業費
宿泊施設厨房設備備品一式購入費
イラスト案内図データ作成業務費ほか
村営住宅施設修繕費
防災無線屋外子局移設工事費
避難所感染症対策費

451万円追加
900万円追加
100万円追加
3365万円追加
280万円追加
720万円追加

135万３千円追加
111万9千円追加
318万円追加
193万円追加

歳　　　　出

歳　　　　入

村内の消費拡大を目指す、地域げんき商品券



！
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議 案
調 査

　
令
和
二
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

を
、総
務
文
教・産
業
厚
生
両
常
任
委
員
会
で
合
同
調

査
し
ま
し
た
。

両常任委員会による合同議案調査

提出議案を
　　  徹底調査！

専用端末でマイナンバーの取得支援温泉の衛生管理に重要な濾過装置 事業所支援金の窓口となる村商工会

総務文教
常任委員会

振
興
計
画
策
定
事
務
費

答
人
口
ビ
ジ
ョ
ン・総
合
戦
略
策
定
業
務

4
5
0
万
円

問

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
周
知
用

機
器
借
料
15
万
3
千
円

電
子
端
末
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シュレ
ス
基
盤
推
進

問答
小
学
校
施
設
整
備
事
業
費

40
万
円

鮫
川
小
学
校
ブ
ラ
ン
コ
交
換

工
事

問答

災
害
対
策
費
1
9
3
万
円

避
難
所
用
簡
易
ベッ
ド
等
の

購
入

問答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
込
支
援

用
端
末
借
料
48
万
6
千
円

カ
ー
ド
作
成
促
進
の
電
子

広
報
板

問答

村
民
１
人
あ
た
り
１
万
円
の

商
品
券

答
地
域
げ
ん
き
商
品
券
発
行
事
業

3
3
6
5
万
円

問

産業厚生
常任委員会

濾
過
装
置
交
換
修
繕

1
2
1
万
円

濾
過
装
置
の
定
期
交
換

業
務

問答
事
業
所
支
援
給
付
金
事
業

2
8
0
万
円

減
収
し
た
村
内
事
業
所

に
5
万
円
の
支
援
給
付

問答

宿
泊
施
設
厨
房
設
備
備
品

一
式
7
2
0
万
円

旧
つ
る
や
旅
館
厨
房
機
器

の
交
換
費
用

問答
修
繕
料
1
1
1
万
円

見
渡
団
地
の
経
年
劣
化

修
繕
費
用

問答

事
業
所
支
援
給
付
金
事
業
に
2
8
0
万
円



登壇
6人が

リズバ

村政を問う！
議員

P 8

関根  浩治

▪臨時休校への対応

P 7

▪
▪
▪

介護施設の感染症対策
行財政改革
在宅医療・介護連携推進

北條  利雄

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
森
　
隆
之
議
員
・
北
條
利
雄
議
員
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P 6

森　  隆之

▪
▪
コロナ感染者対策
教育方針と活動計画

関根  英也

P10

▪原発事故の処理水処分

P 9

宗田  雅之

▪
▪
災害時の緊急対応
教育長の教育観

P11

前田  武久

▪台風19号の復興状況

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、住民の声や
自身の考え方をもとに、村長、教育長などの方針を問う
ものです。鮫川村議会は、一人あたり９０分の制限時間内
であれば、質問の回数に制限はありません。

出
席
議
員

星　  一彌 議長

堀川  照夫 議員 遠藤  貴人 議員

議
事
の
進
行

前田  雅秀 議員



村でコロナ感染者が出た場合の対応は

答

問 森 

　
隆
之 
議
員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

へ
の
村
と
し
て
の
初
期
対
応
の

反
省
点
と
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

　

初
期
対
応
と
し
て
、村
全
体

で
情
報
の
共
有
や
適
切
な
感

染
対
策
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、鮫
川
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
本
部
を
２
月
27

日
に
設
置
し
た
。

　
ま
た
、緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
際
に
は
、不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
る
全
世
帯
へ
文

書
を
配
布
、防
災
無
線
で
の
呼

び
か
け
、さ
ら
に
村
内
全
域
を

巡
回
し
て
広
報
活
動
を
２
回

実
施
し
た
。３
月
中
旬
か
ら

は
、マ
ス
ク
の
品
薄
が
続
き
購

入
出
来
な
い
状
況
に
あ
っ
た
た

め
、村
内
の
縫
製
会
社
に
布
マ

ス
ク
の
生
産
を
依
頼
、４
月
23

日
に
各
行
政
区
を
通
じ
て
配

付
し
た
。ま
た
、消
毒
液
が
不

足
す
る
中
、村
外
の
業
者
か
ら

次
亜
塩
素
酸
水
の
寄
贈
が
あ

り
配
布
し
た
。健
康
被
害
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
日

午
後
３
時
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
防

災
無
線
を
鳴
ら
し
て
お
り
、大

変
好
評
で
あ
る
た
め
に
現
在

も
継
続
を
し
て
い
る
。

　

村
と
し
て
の
様
々
な
対
策
、

知
恵
を
絞
っ
て
出
来
る
限
り
の

こ
と
は
し
た
か
と
は
思
う
が
、ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
と
し
て
、自
粛
要

請
時
の
分
散
出
勤
、リ
モ
ー
ト

会
議
、テ
レ
ワ
ー
ク
等
、役
場
自

体
は
そ
の
対
応
を
取
っ
た
の
か
、

今
後
取
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
と
し
て
、

他
の
自
治
体
で
は
、職
員
を
Ａ

班
、Ｂ
班
に
分
け
て
、自
宅
で
の

業
務
と
い
う
こ
と
で
切
替
え
た

よ
う
で
あ
る
が
、村
も
そ
の
検

討
は
し
た
も
の
の
、ま
ず
は
、子

育
て
の
た
め
に
休
ま
ざ
る
を
得

な
い
職
員
を
優
先
的
に
休
み
に

し
、特
別
休
暇（
有
給
休
暇
を
消

化
し
な
い
休
暇
）を
使
い
職
員

が
自
主
的
に
休
む
こ
と
で
対

応
、班
分
け
を
し
て
半
分
の
職

員
が
交
代
で
と
い
う
こ
と
は
講

じ
な
か
っ
た
。今
後
、役
場
機
能

が
失
わ
れ
な
い
よ
う
な
方
法
も

講
じ
て
行
く
。

　
今
、村
民
の
不
安
は
、自
分

が
村
初
の
感
染
者
に
な
り
た

く
な
い
と
い
う
こ
と
。万
が
一

感
染
者
が
出
た
場
合
、心
の
ケ

ア
、差
別
、人
権
侵
害
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
。そ
う
し
た
場
合

の
対
策
は
。

　
ま
ず
、感
染
者
が
出
る
と
、県

南
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
担
当

課
に
連
絡
が
入
る
。ま
た
、副
知

事
か
ら
直
接
首
長
の
携
帯
電
話

に
感
染
者
が
出
た
と
い
う
連
絡

が
来
る
。そ
の
段
階
で
、住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
、性
別
は
分
か
る

が
、周
り
の
詳
し
い
状
況
と
い
う

の
は
、実
は
公
開
さ
れ
な
い
。一

番
の
問
題
は
、う
わ
さ
だ
け
が

広
ま
る
と
い
う
こ
と
。詳
し
く

伝
え
た
い
が
公
開
出
来
な
い
部

分
が
あ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が

対
策
本
部
に
は
実
際
あ
る
。ま

た
、濃
厚
接
触
者
イ
コ
ー
ル
感

染
者
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。そ

の
取
扱
い
を
間
違
う
と
、誹
謗

中
傷
、差
別
、偏
見
に
つ
な
が

る
。本
村
に
は
絶
対
感
染
者
が

現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

感
染
者
が
出
た
場
合
の
濃
厚
接

触
者
の
扱
い
、社
会
的
な
偏
見
、

差
別
を
受
け
な
い
よ
う
な
体
制

を
村
全
体
で
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。村
と
し
て
も
最
良
の

配
慮
を
し
て
感
染
者
が
出
た
場

合
の
受
皿
づ
く
り
は
し
て
い
る
。

　

鮫
川
村
の
学
校
教
育
に
つ

い
て
、教
育
方
針
と
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
遅
れ
て
い
る
今

年
度
の
学
校
活
動
計
画
に
つ

い
て
問
う
。

　

本
村
の
第
４
次
鮫
川
村
振
興

計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
、人
と
文
化

が
輝
く
ふ
る
さ
と
鮫
川
の
実
現

に
向
け
、未
来
を
切
り
開
い
て
い

く
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
。学
校
教
育
で
は
、夢
と
希

望
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
子
供

の
育
成
に
向
け
て
、ふ
る
さ
と
教

育
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
子
供
一
人
一
人
の
学
力

と
体
力
の
向
上
、豊
か
な
心
と

健
や
か
な
体
の
育
成
に
努
め
る
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

遅
れ
て
い
る
今
年
度
の
学
校
活

動
計
画
に
つ
い
て
、17
日
間
の
授

業
日
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め

に
、４
校
時
や
５
校
時
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
６
校
時
に
、実
施
出
来
な

い
行
事
を
授
業
に
振
り
替
え
、夏

休
み
を
１１
日
間
短
縮
、８
月
１
日

か
ら
８
月
19
日
ま
で
と
す
る
。

　

国
や
県
の
自
粛
要
請
で
一

律
の
休
校
で
は
な
く
、村
の
状

況
を
見
て
学
校
に
通
え
る
状
況

で
あ
れ
ば
、学
校
に
通
わ
せ
る

等
の
村
独
自
の
対
策
も
必
要
と

思
う
が
、そ
う
い
う
考
え
は
。

　

文
科
省
か
ら
も
通
知
が
あ

り
、第
１
回
の
学
校
一
斉
休
業

に
関
し
反
省
す
る
と
い
う
よ
う

な
意
見
が
あ
っ
た
。今
後
、や
は

り
そ
の
地
区
の
対
応
で
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
反

省
点
が
な
さ
れ
た
か
と
思
う
。

本
村
は
、地
域
に
合
っ
た
状
況
に

応
じ
た
対
応
と
い
う
こ
と
で
、夏

休
み
の
短
縮
に
つ
い
て
も
独
自

に
行
っ
て
い
る
。今
後
も
本
村
に

あ
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。た
だ
、や
は
り

子
供
た
ち
の
安
全
が
第
一
、そ

の
点
を
最
重
要
と
考
え
て
様
々

な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

答
弁（
村
長
）

質 

問

質 

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
本
村
に
あ
っ
た
対
応

を
進
め
て
行
く

問
自
粛
要
請
で
一
律

の
休
校
で
は
な
く

村
独
自
の
対
策
は

コロナ感染予防は、マスク、消毒、
手洗い、うがいが重要！
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高
齢
者
介
護
施
設
に
つ

い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
み
や
ぎ
会
が
運
営
す
る

施
設
の
感
染
症
対
策
に
関

し
、
感
染
症
の
特
徴
の
理

解
。
知
識（
予
防
、
発
生

時
の
対
応
）の
習
得
。
施

設
内
活
動
の
着
実
な
実
施

（
感
染
症
対
策
委
員
会
の

設
置
、
指
針
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
、
職
員
等
を
対
象

と
し
た
研
修
の
実
施
、
設

備
整
備
な
ど
）。
関
係
機

関
と
の
連
携
の
推
進（
情

報
収
集
、
発
生
時
の
行
政

へ
の
届
出
な
ど
）。
職
員
の

労
務
管
理（
職
員
の
健
康

管
理
、
職
員
が
罹
患
し
た

と
き
に
療
養
に
専
念
で
き

る
人
的
環
境
の
整
備
な
ど
）

を
問
う
。

　
高
齢
者
介
護
施
設
は
、

利
用
者
や
入
居
者
を
感
染

症
か
ら
守
り
、
人
生
の
質

や
生
活
の
向
上
に
つ
な
が

る
ケ
ア
の
提
供
を
促
進
す

る
目
的
が
あ
る
。
施
設
の

実
情
を
踏
ま
え
、
国
や
県

の
指
針
に
従
い
、
感
染
症

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

作
成
し
実
践
し
て
い
る
。

施
設
内
感
染
の
媒
体
と
な

ら
な
い
よ
う
感
染
予
防
策

に
対
す
る
十
分
な
知
識
と

技
術
を
持
っ
て
、
適
切
な

予
防
方
法
の
選
択
と
実

施
、
環
境
整
備
を
行
う
。

一
番
大
事
な
高
齢
者
、
村

民
と
職
員
を
守
り
抜
く
こ

と
を
念
頭
に
、
適
切
な
指

導
及
び
支
援
を
引
き
続
き

進
め
る
。

　
厳
し
く
な
る
社
会
経
済

状
況
の
中
で
、
限
ら
れ
た

資
源（
人
、
物
、
金
）を
活

用
し
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
こ
と
。
最
少
の

経
費（
投
資
）で
最
大
の
成

果（
効
果
）を
あ
げ
る
組
織

に
な
る
こ
と
が
、
最
も
重

要
で
あ
る
。
成
果
を
重
視

し
た「
行
政
経
営
」と
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
確
立
。
社
会
経
済
情
勢

に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応

で
き
る
行
財
政
運
営
の
構

築
。
透
明
性
・
公
平
性
の

確
保
に
努
め
な
が
ら
の
信

頼
性
の
確
保
。 

創
意
工
夫

で
、
満
足
度
や
利
便
性
の

向
上
に
資
す
る
取
組
み
の

推
進
を
問
う
。

　
中
長
期
的
視
点
か
ら
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

事
務
事
業
の
見
直
し
や
執

行
体
制
の
効
率
化
に
取
り

組
み
、
適
正
な
定
員
管
理

な
ど
の
行
財
政
改
革
を
実

施
し
て
い
る
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
新

た
な
行
政
課
題
に
対
応
す

る
組
織
、
課
等
の
設
置
と

統
廃
合
の
基
本
を
示
し
た
。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
住
民
主

体
の
村
づ
く
り
を
推
進
し
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
要
望

を
実
現
す
る
施
策
の
具
現

化
の
検
討
を
進
め
、
し
っ

か
り
と
着
実
に
取
り
組
む
。

　
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で

続
け
て
い
く
こ
と
は
、
多

く
の
人
々
の
願
い
で
あ
る
。

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
は
、
自
治
体
が
基
盤
整

備
の
実
施
主
体
と
さ
れ
た

背
景
、
意
義
、
責
務
と
役

割
が
あ
り
、
取
り
組
む
べ

き
義
務
が
あ
る
。
地
域
の

医
療
・
介
護
の
資
源
の
把

握
。
課
題
の
抽
出
と
対
応

策
の
検
討
。
切
れ
目
の
な

い
提
供
体
制
の
構
築
推
進
。

関
係
者
の
情
報
共
有
の
支

援
。
相
談
支
援
。
関
係
者

の
研
修
。
地
域
住
民
へ
普

及
啓
発
。
関
係
市
町
村
の

連
携
を
問
う
。

　
高
齢
者
の
入
院
か
ら
退

院
ま
で
の
情
報
を
共
有
し
、

退
院
に
向
け
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
調
整
等
を
行
う
、
広

域
的
に
組
織
し
た
県
南
地

域「
退
院
支
援
ル
ー
ル
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」の
運
用
を
開
始

し
て
い
る
。
本
村
で
は
、
診

療
所
等
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
村
が
連
携
す
る

「
鮫
川
村
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
会
議
」が
あ
る
。

医
療
・
介
護
の
現
状
と
課

題
の
検
討
な
ど
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
に
励
み
、

安
心
し
て
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
。

感染症予防に手洗い、マスクの着用は欠かせない

北
條 

利
雄 

議
員

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質 

問

質 

問

質 

問

適切な指導及び支援を進める

高齢者介護施設の感染症対策を問う

答

問

問
行
財
政
改
革
を
問
う

答
新
た
な
行
政
課
題
に

着
実
に
取
り
組
む

問
在
宅
医
療・介
護
連

携
推
進
を
問
う

答
安
心
の
医
療・介
護

サ
ー
ビ
ス
体
制
づ

く
り
に
力
を
注
ぐ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

国
内
発
生
に
伴
い
、
令
和
元

年
度
３
学
期
末
を
約
１
ヶ
月

を
残
し
臨
時
休
校
指
示
に
よ

り
、 

村
内
の
鮫
川
小
、
中
学

校
は
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
臨
時
休
校
し
た
が
、
突

然
の
こ
と
で
、
学
期
末
を
残

し
卒
業
や
進
級
と
な
り
、
各

学
年
の
、授
業
不
足
状
況
と
、

実
施
状
況
に
つ
い
て
、
教
育

長
へ
と
、
就
任
以
来
教
育
長

不
在
下
で
の
、
村
長
の
指
導

対
応
を
問
う
。

 　
本
村
の
対
策
本
部
設
置

は
、
２
月
27
日
に
発
足
し
対

応
に
当
た
り
、
４
月
１
日
よ

り
は
、
副
村
長
、
教
育
長
が

加
わ
り
県
と
の
情
報
収
集
等

に
あ
た
り
、
本
部
長（
村
長
）

以
下
が
、
自
ら
マ
イ
ク
を
握

り
村
民
の
皆
さ
ん
へ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
警
戒
対

応
を
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
、

対
策
を
強
化
し
て
、
第
２
波
、

第
３
波
に
向
け
て
気
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
今
後
対
応

す
る
。

　
令
和
元
年
度
の
、
教
科
授

業
時
数
不
足
状
況
は
、
休
校

期
間
が
、
３
月
４
日
か
ら
23

日
ま
で
の
20
日
間
、
授
業
日

数
で
13
日
間
、
但
し
、
中
学

３
年
生
は
卒
業
が
早
い
の
で

８
日
間
で
、
こ
の
間
各
学
年

で
実
施
で
き
な
か
っ
た
全
て

の
教
科
授
業
時
数
は
、
小
学

校
が
55
時
間
か
ら
66
時
間
あ

り
、
中
学
校
は
70
時
間
、
３

年
生
は
20
時
間
と
な
り
、
授

業
時
数
は
、
各
学
年
と
も
文

科
省
が
指
示
し
た
標
準
授
業

時
数
不
足
だ
が
、
大
切
な
こ

と
は
、
指
導
す
べ
き
内
容
が

全
て
指
導
出
来
た
か
で
、
幸

い
臨
時
休
校
が
３
月
な
の

で
、
各
学
年
で
指
導
す
べ
き

内
容
の
学
習
は
終
了
し
、
学

年
ま
と
め
や
、
復
習
時
期
で

未
履
修
は
な
く
、
中
学
校
２

年
生
の
理
科
学
習
に
一
部
あ

り
、
４
月
に
入
り
早
々
に
補

充
学
習
を
実
施
し
た
。

　
今
年
度
の
、休
校
期
間
は
、

４
月
22
日
か
ら
５
月
20
日
ま

で
の
29
日
間
で
、
内
授
業
日

は
、
17
日
で
、
授
業
時
数
で

小
学
校
は
、
74
時
間
か
ら
１

０
０
時
間
、
中
学
校
で
は
１

０
６
時
間
遅
れ
が
発
生
し
、

不
足
に
つ
い
て
は
、
１
日
の

授
業
時
間
延
長
や
、
夏
休

み
を
８
月
１
日
か
ら
８
月
19

日
に
短
縮
し
て
不
足
を
補
う

予
定
。

　
休
校
期
間
中
の
、児
童
・
生

徒
へ
の
心
身
あ
る
い
は
、
健

康
状
況
把
握
に
、
国
か
ら
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
３
月
か
ら
の

３
ヶ
月
間
に
つ
い
て
提
示
さ

れ
て
い
る
が
、
休
校
期
間
中

ど
の
よ
う
な
対
応
を
問
う
。

　
臨
時
休
業
中
の
、
子
供
た

ち
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
と
も
、
校
長
の
指
示

で
、
家
庭
へ
の
電
話
連
絡
を

通
し
て
、
子
供
の
様
子
、
学

習
進
捗
状
況
、
健
康
状
況
を

確
認
し
た
。

　
電
話
で
の
応
対
で
は
、
長

い
休
校
期
間
中
に
、
家
庭
訪

問
を
兼
ね
、
緊
密
に
な
ら
な

い
様
、
玄
関
先
で
、
子
供
た

ち
の
心
身
状
況
、
顔
色
、
健

康
状
況
等
の
把
握
の
、
思
い

や
り
の
対
応
を
問
う
。

　
ご
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、

今
後
、
実
際
に
訪
問
し
て
、

顔
色
や
健
康
状
態
把
握
を
見

る
等
の
対
応
を
す
る
。
な
お
、

学
習
に
関
し
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
は
、
本
村
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状

況
に
無
く
、
今
後
環
境
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
子
供
た
ち
の

実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

　
文
科
省
で
、
学
び
の
保
証

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
、
子
供
た
ち
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
な
く
、
最
大
限
に

学
び
を
保
証
す
る
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
、
ま
ず
は
、

し
っ
か
り
と
学
校
で
の
学
習

の
充
実
、
最
終
学
年
へ
の
優

先
的
な
学
習
を
取
り
戻
す
。

他
学
年
は
、
２
か
ら
３
年
間

を
通
し
た
、
教
育
課
程
編
成

も
検
討
し
、
着
実
に
学
習
を

保
証
し
、
人
的
・
物
的
体
制

の
緊
急
整
備
、
そ
し
て
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
確
立
を
う
た
っ

て
い
る
。

　
本
村
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し

た
授
業
を
、
特
に
、
今
回
は

長
期
間
の
休
校
で
、
今
後
の

懸
案
事
項
だ
が
、
本
村
で
の

事
業
計
画
等
の
予
定
に
つ
い

て
問
う
。

　
他
自
治
体
で
は
、
６
月
定

例
議
会
の
補
正
予
算
計
上
し

導
入
し
て
い
る
が
、
本
村
に

つ
い
て
は
現
状
導
入
予
定
な

く
、
今
後
、
国
の
施
策
に
て

学
校
と
協
議
の
上
、
前
向
き

に
検
討
を
す
る
。

　
他
町
村
に
お
い
て
す
で
に

実
施
さ
れ
、
導
入
に
向
け
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

お
願
い
し
た
い
。
さ
て
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
に
あ
た
っ
て
学
校
関

係
者
の
機
器
操
作
技
量
等
や

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
に
つ

い
て
問
う
。

　
教
職
員
の
技
量
に
つ
い
て
、

ネ
ッ
ト
授
業
は
、
一
部
職
員

の
み
で
、
今
後
、
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の
活
用
に
よ

り
力
量
向
上
に
努
め
、
又
各

家
庭
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
調
査

を
す
る
。
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宗
田 
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次
の
ペ
ー
ジ
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一
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質
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議
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前
田
武
久
議
員

迅速な対応が出来る組織の検討をする

緊急時の組織の在り方を問う

答

問

　
自
然
環
境
の
急
激
な
変

化
、
異
常
な
自
然
現
象
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
大

雨
、
地
震
な
ど
、
今
後
も

予
想
さ
れ
る
中
、
防
災
計

画
の
周
知
、
適
切
な
危
機

管
理
、
組
織
の
運
用
に
よ
っ

て
は
、
住
民
に
安
心
感
を

与
え
る
。
ま
た
、
世
界
的

に
蔓
延
し
て
い
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
へ
の
対
応
も
組
織

の
在
り
方
が
重
要
と
思
う

が
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
災
害
時
に
対
応
す
る
村

組
織
は
平
成
２０
年
に
制
定

し
た
要
綱
に
基
づ
き
、
災

害
対
策
本
部
の
組
織
を
編

成
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

２９
年
に
要
綱
の
見
直
し
に

よ
り
、
業
務
内
容
や
災
害

対
応
の
具
体
化
を
は
か
っ

た
。ま
た
、今
年
度
は
、災

害
要
綱
に
基
づ
く
対
策
現

地
警
備
組
織
を
つ
く
る
に

あ
た
り
、
現
実
的
な
改
善

を
加
え
て
輩
出
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
関
わ
る
組
織
の

対
応
は
、
村
民
の
健
康
と

安
心
・
安
全
な
生
活
を
守

る
た
め
に
、
情
報
共
有
及

び
対
策
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
設
置
要
綱
を

策
定
し
、
要
綱
や
対
策
本

部
の
組
織
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

　
災
害
対
応
が
遅
れ
た
時

の
経
済
的
・
人
的
災
害
は

大
い
な
る
も
の
が
あ
る
。

各
課
が
縦
横
に
あ
た
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
が
で
き
る
の
で
は
。

　
庁
舎
内
の
緊
急
対
策
業

務
に
影
響
の
な
い
組
織
の

見
直
し
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
危
険

を
伴
う
災
害
時
は
消
防

団
、
常
備
消
防
、
警
察
に

任
せ
る
と
も
、
各
行
政
区

の
区
長
さ
ん
と
連
絡
を
取

り
、
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
組
織
の
検
討
を

し
て
い
る
。

　
今
後
、
夏
に
向
け
て
暑

い
状
況
が
続
く
、
避
難
所

に
お
け
る
十
分
な
換
気
や

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、

３
密
解
消
に
よ
る
住
民
の

健
康
状
態
の
維
持
が
必

要
、
そ
の
た
め
の
各
行
政

区
や
集
会
所
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
、
ト
イ
レ
の
改
修
な

ど
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
を
検

討
し
て
は
と
考
え
る
が
。

　
最
低
限
、
避
難
所
に
必

要
な
の
は
、
水
、
毛
布
、

食
料
な
ど
の
備
蓄
品
、
情

報
収
集
テ
レ
ビ
、
そ
し
て
、

夏
の
場
合
に
は
エ
ア
コ
ン
な

ど
、
長
期
避
難
に
は
必
要

と
考
え
る
。
今
後
、
様
々

な
こ
と
を
勘
案
し
て
、
第

２
次
補
正
予
算
の
中
で
、

避
難
所
の
設
備
な
ど
、
災

害
・
防
災
対
策
を
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

　
塙
厚
生
病
院
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
設
置
へ
の
要
望
は
。

　
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、

東
白
の
町
村
長
会
議
で
検

討
し
、
設
置
す
る
か
否
か

決
定
す
る
こ
と
に
現
在
な
っ

て
い
る
。

　
村
の
教
育
の
現
状
を
ど

の
様
に
捉
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
教
育
長
の
考
え
る

可
能
性
を
引
き
出
す
教

育
、
ふ
る
さ
と
教
育
へ
の

考
え
を
伺
う
。

　
学
力
、
体
力
、
心
の
状

態
は
課
題
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
様
々
な
調
査

結
果
や
私
が
見
た
短
い
時

間
で
の
様
子
か
ら
、
お
お

む
ね
先
生
方
と
豊
か
な
生

活
を
送
り
、
す
く
す
く
と

成
長
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
子
供
達
は
様
々
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
、

実
態
を
し
っ
か
り
捉
え
て
、

き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
、

生
徒
指
導
を
進
め
る
こ
と

で
、
学
力
の
向
上
、
健
や

か
な
体
の
育
成
、
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
学
び
続
け

る
子
供
が
育
成
で
き
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
常
に
夢

を
持
っ
て
自
己
実
現
に
向

か
っ
て
役
割
を
果
た
し
て
い

く
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
を
図
り
、
豊
か
な
知
性
、

健
や
か
な
体
を
兼
ね
備
え

た
、
気
概
を
持
っ
た
逞
し

い
子
が
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
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村民の暮らしと経済を守るため、
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今
年
4
月
に
原
発
事
故

の
処
理
水
の
扱
い
に
つ
い

て
、
福
島
民
報
社
が
県
内

全
て
の
市
町
村
長
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
処
分
場
所

に
つ
い
て
は
多
く
の
市
町

村
長
が
福
島
県
以
外
、
あ

る
い
は
福
島
県
を
含
む
全

国
と
回
答
し
て
い
る
が
、

鮫
川
村
長
と
飯
舘
村
長
の

二
人
だ
け
が「
福
島
県
内

の
み
」と
回
答
し
て
い
る
。

ま
た
放
出
方
法
で
は
、
鮫

川
村
長
だ
け
が「
大
気
中
へ

の
水
蒸
気
放
出
」と
回
答

さ
れ
、
処
理
水
に
対
す
る

鮫
川
村
長
の
認
識
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
原
発
事
故
か
ら
9
年
が

経
過
し
て
も
風
評
被
害
が

残
り
、
い
ま
だ
に
コ
メ
や

肉
用
仔
牛
、
枝
肉
な
ど
は

原
発
事
故
前
の
価
格
に
回

復
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
処
理
水
を
福

島
県
土
か
ら
水
蒸
気
放
出

や
海
洋
放
出
す
れ
ば
、
国

内
外
か
ら
福
島
県
産
の
農

林
水
産
物
に
対
す
る
、
新

た
な
風
評
被
害
が
発
生
す

る
と
懸
念
し
て
い
る
。

　
放
出
場
所
を
福
島
県
の

み
と
し
た
理
由
、
大
気
へ

の
水
蒸
気
放
出
を
選
択
し

た
理
由
を
伺
う
。

　
民
報
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
得
な
が
ら
将
来
的

な
環
境
汚
染
、
県
民
の
風

評
被
害
、
国
の
財
政
事
情
、

処
理
方
法
の
現
実
性
等
を

勘
案
し
、
私
な
り
に
慎
重

に
判
断
し
て
回
答
し
た
。

　
水
蒸
気
放
出
を
選
ん
だ

の
は
風
評
被
害
を
最
小
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
現

実
性
の
あ
る
処
理
方
法
だ

と
考
え
た
。
放
出
場
所
を

県
内
の
み
と
し
た
の
は
、

処
理
水
を
他
県
に
移
動
す

る
こ
と
は
不
可
能
と
判
断

し
回
答
し
た
。

　
今
後
は
福
島
県
の
風
評

対
策
を
最
優
先
し
、
国
へ

提
言
を
し
て
い
く
。

　
国
の「
処
理
水
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会
」

の
報
告
書
で
は
、
水
蒸
気

と
し
て
大
気
に
放
出
し
た

場
合
、
直
接
外
部
被
曝
を

受
け
る
懸
念
に
加
え
、
空

気
や
水
を
通
じ
て
、
生
産

品
す
べ
て
に
影
響
が
出
る

た
め
、
海
洋
放
出
よ
り
広

範
囲
に
風
評
被
害
が
発
生

す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
水
蒸
気
放
出
で
あ
れ
海

洋
放
出
で
あ
れ
、
県
内
だ

け
で
処
理
す
る
方
法
は
、

福
島
県
民
と
し
て
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
と
考
え
る

の
が
自
然
で
は
な
い
か
。

　
大
気
に
蓋
を
開
け
て
お

け
ば
、
だ
ん
だ
ん
蒸
散
す

る
だ
ろ
う
と
簡
単
に
考
え

た
。
そ
う
す
れ
ば
、
福
島

の
風
評
被
害
も
少
な
い
だ

ろ
う
と
、
軽
率
な
判
断
だ
っ

た
。
指
摘
の
よ
う
に
、
自

然
界
の
中
に
戻
さ
ぬ
よ
う
、

専
門
家
に
よ
っ
て
処
理
方

法
を
開
発
す
べ
き
。

　
処
理
水
を
無
害
化
す
る

技
術
は
既
に
京
都
大
学
な

ど
で
開
発
済
み
。
こ
の
技

術
を
実
用
化
で
き
る
よ
う
、

国
が
後
押
し
す
る
の
が
最

も
現
実
的
な
解
決
策
。

　
県
内
の
市
町
村
議
会
で

は
、
処
理
水
の
適
切
な
取

り
扱
い
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
が
相
次
い
で
い
る
。

　
村
と
し
て
海
洋
放
出
、

水
蒸
気
放
出
に
反
対
の

意
思
を
示
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
こ
の
問
題
は
調
べ
れ
ば

調
べ
る
ほ
ど
、
大
変
な
問

題
だ
と
感
じ
る
。
村
と
し

て
も
姿
勢
を
正
し
た
い
。

臨
時
議
会
を
開
く
予
定
が

あ
る
の
で
、
議
会
と
し
て

意
見
書
を
示
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
私
か
ら
も
お

願
い
し
た
い
。

　
原
発
事
故
と
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
問
題
が
重
な
り
、

仔
牛
の
市
場
価
格
が
暴

落
。
手
ま
め
館
に
出
荷
し

て
い
る
生
産
者
の
影
響
も

大
き
い
と
聞
く
。
生
産
維

持
と
営
農
意
欲
維
持
の
た

め
、
村
独
自
の
支
援
策
を

講
じ
る
べ
き
。

　
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。

第
二
次
補
正
予
算
に
組

み
込
め
る
か
ど
う
か
検
討

す
る
。

放出により新たな風評被害が懸念される処理水
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公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
工
事
の
入
札
執
行
と
、

発
注
状
況
に
つ
い
て
。

　
村
の
災
害
査
定
結
果
、

公
共
土
木
施
設
災
害
が
２７

か
所
の
決
定
額
約
３
億
９

４
０
０
万
円
、
災
害
等
施

設
が
７４
か
所
の
決
定
額
が

約
２
億
６
０
０
万
円
と
な

り
、
公
共
土
木
災
害
復
旧

工
事
発
注
件
数
は
２
月
１４

日
時
点
、
河
川
１２
件
、
道

路
４
件
の
計
１６
件
と
、
３

月
６
日
時
点
で
の
公
共
土

木
施
設
の
道
路
災
１
件
、

農
地
等
施
設
災
害
復
旧
工

事
３１
件
、
そ
の
う
ち
農
地

が
４１
か
所
、
水
路
１９
か
所

の
計
６０
か
所
を
合
併
施
工

と
し
て
入
札
執
行
し
、
全

て
の
工
事
が
落
札
と
な
っ
て

い
る
。

　
工
期
で
あ
る
が
、
農
地

は
春
の
作
付
け
ま
で
の
猶

予
期
間
を
認
め
た
が
、
公

共
工
事
は
原
則
令
和
２
年

３
月
３１
日
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
状
の
進
捗
率
は
如

何
か
。

　
公
共
災
害
の
完
成
届
が

３
割
、
農
地
災
は
受
益
者

の
理
解
を
得
て
、
仮
工
事

で
秋
の
収
穫
後
に
完
成
す

る
こ
と
。

　
工
事
着
工
の
遅
滞
は
、

工
事
設
計
書
類
の
不
備
と

聞
く
が
。

　
設
計
書
を
基
に
入
札
予

定
価
格
を
決
定
し
入
札
執

行
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う

な
事
は
な
い
。

　
受
益
者
分
担
金
が
未
定

で
あ
る
が
、
特
例
扱
い
の

概
算
発
注
費
と
、
完
成
後

の
精
算
額
で
は
差
額
が
生

じ
、
受
益
者
に
不
安
が
生

じ
る
、
概
算
分
の
負
担
額

を
早
急
に
周
知
す
べ
き
。

　
現
時
点
で
は
、
ま
だ
工

事
も
完
了
し
て
い
な
い
た

め
、
正
式
な
負
担
額
は
出

せ
な
い
が
、
概
算
額
で
の

負
担
金
の
通
知
を
し
た
い
。

　
村
単
独
事
業
で
あ
る
、

農
地
小
規
模
災
害
復
旧
工

事
、
住
宅
背
後
地
の
復
旧

状
況
は
。

　
工
事
費
２
万
円
以
上
の

小
規
模
災
害
申
請
件
数
４

６
８
件
で
、
５
月
末
の
完

成
件
数
３
８
０
件
で
あ
り
、

補
助
金
支
出
額
３
千
８
０

０
万
円
で
、
６６
％
が
完
了

と
な
っ
て
い
る
。

　
住
宅
背
後
地
等
が
、
３４

件
で
あ
り
完
了
は
１４
件
、

補
助
額
６
２
８
万
円
で
、受

託
再
建
支
援
で
は
６
件
の

う
ち
完
了
が
３
件
で
あ
る
。

　
小
規
模
事
業
は
、
事
業

者
だ
け
の
対
応
困
難
か
ら
、

民
間
委
託
を
認
め
る
補
助

事
業
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
約
６６
％
の
工
事
が
工

期
を
守
ら
れ
作
付
け
可
能

と
な
っ
た
。
未
完
成
事
業
の

工
期
限
等
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
台
風
１９
号
災
害
の
公
共

事
業
の
多
く
は
、
２
年
度

の
繰
越
事
業
と
な
っ
た
。

農
地
災
等
は
、
全
て
秋
の

収
穫
後
に
年
内
工
事
完
了

を
さ
せ
る
。
ま
た
、
県
で

も
県
工
事
の
一
時
休
止
や

休
工
を
さ
せ
、
災
害
復
旧

の
特
に
農
地
優
先
に
規
制

緩
和
す
る
と
の
、
村
へ
通

達
申
し
入
れ
が
あ
り
、
業

者
は
ま
ず
安
全
管
理
、
工

程
管
理
、
工
期
を
守
る
こ

と
、
さ
ら
に
品
質
の
良
い

仕
上
が
り
を
す
る
こ
と
、

資
材
不
足
は
言
い
訳
に
な

ら
な
い
、
再
三
今
後
指
導

し
て
い
く
。

　
台
風
１９
号
の
復
旧
申
請

個
所
は
発
注
済
み
と
の
事

だ
が
、
先
ほ
ど
村
長
答
弁

の
中
で
、こ
れ
か
ら
も
、未

申
請
地
も
復
旧
可
能
と
の

事
だ
が
間
に
合
う
と
言
う

事
で
す
か
。

　
農
地
災
害
個
所
が
こ
ぼ

れ
て
い
る
、
そ
う
言
っ
た
個

所
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ど
う
な
っ
た
っ
ぺ
？
あ
の
一
般
質
問
・
村
民
の
広
場

11 さめがわ議会だより第161号

前
田 

武
久 

議
員

早期復興に向け鋭意取り組んでいる

台風１９号の復興状況は

答

問

復旧工事が完了した被災個所

質 

問
答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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【介護施設運営】

※定例議会での「一般質問」は「村民の皆様の声」や議員の「政策提言」を村政に反映できるひとつの手段です。
   質問した「政策提言がどのように検討されているか」を根強く検証していく事としています。

質問 ・ 提言

　介護施設が安定
した運営が出来る
よう必要な支援、
対応を行っていく。

答　　弁 経過及び結果
　年々高齢化が進む中、若い人材の確保・
定着が難しく、今後も最重要課題である。

人材不足に直面するとされる介護業界

　介護需要の拡大
が想定されるが、
人材の確保・定着・
育成の取り組みを
問う。

平成30年 6月議会

【村内諮問会議】

質問 ・ 提言

運営の適正と効率
化を考え、不活発
なものの廃止、目
的に類似するもの
の整理、統合等の
検討をする。

答　　弁 経過及び結果
　効率化に向けて精査検討中である。

適正運営が求められる各諮問会議

　過去２，３年間１
度も開催されてい
ない、諮問機関が
あると聞くが、今後
諮問機関の検討、
見直しを図るべき
ではないか。

平成29年 6月議会

あの一般質問
どうなったっぺ？

過去の一般質問が行政に反映されて
いるか、その経過を検証します。第15弾



村民の広場

鮫川インディアカクラブ
（鮫川オールスターズ）

～スポーツクラブの紹介～

　鮫川インディアカクラブは、インディアカが大
好きな社会人２０代から４０代の１９人のメンバー
で活動しています。仕事の都合などで全員が
集まる事はなかなか難しいのですが、毎週集ま
れるメンバーで楽しく練習をしています。
　初心者から経験者まで練習だけではなく大会
等にも参加しており、基礎練習から大会の実
践練習まで各々のレベルに合った楽しみ方がで
きます。また、小さな子供たちもたくさん遊び
に来ていて体育館で元気に走り回っています。
インディアカの経験がある無しにかかわらず
一度体験してみませんか？年齢性別問わず興味
のある方、お子様連れも大歓迎です。運動不足
解消に気持ちの良い汗をかきましょう。トレセン
体育館でお待ちしております。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
37
で
す

【活動日】 土曜日
　　　　 午後７時～９時４５分
【場　所】 鮫川村農業者
　　　　  トレーニングセンター
【代表者】 芳賀 省三
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６
月
定
例
議
会
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

議
会
傍
聴
者
か
ら
の
ひ
と
言

身
近
な
問
題
、
課
題
を
テ
ー
マ
に
発
言
さ
れ
、
か
つ
要
望
で
は
な
く
自
分

の
考
え
を
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。

・◆ 

議
員
の
発
言
内
容
は
良
く
わ
か
り
ま
し
た
か

職
員
の
答
弁
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
質
問
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
だ
問
題
が
解
決
し
て
い

な
い
の
で
、
今
後
、
村
・
議
会
と
も
万
全
の
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・・ ◆ 

傍
聴
さ
れ
て
気
づ
い
た
点
は
あ
り
ま
す
か

副
村
長
や
教
育
長
が
就
任
さ
れ
、村
の
体
制
も
整
い
大
変
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

・◆ 

議
会
全
般
に
対
し
て
ご
意
見
あ
り
ま
す
か

村
長
は
丁
寧
か
つ
紳
士
的
に
詳
し
く
答
弁
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
村
民
・

議
員
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

・◆ 

答
弁
者（
村
長・教
育
委
員
長・職
員
）の
発
言
は
わ
か
り
ま
し
た
か

ゆうきくん
からの
お願い

議
会
傍
聴
に

来
て
く
ん
ち
ナ
イ
！

９
月
定
例
議
会
は

９
月
下
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
の
影
響
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
。
感
染
拡
大
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
社
会
経
済
の
活
動
レ

ベ
ル
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
な
が

ら
見
直
す
こ
と
や
、
長
丁
場
に
備

え
た
三
密（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）

を
避
け
る
等
の
対
策
を
取
り
入
れ

た
生
活
様
式
を
実
践
し
、
定
着

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
日
常
生
活

の
中
で「
新
し
い
生
活
様
式
」を

心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
の
感
染
症
の
拡

大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ご
自
身

の
み
な
ら
ず
、
大
事
な
家
族
や
友

人
、
隣
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
（
広
報
編
集
委
員
）

シリーズ37ふるさと鮫川への想い

羽田  義照 さん
千葉県市川市在住

（大字赤坂東野字内ケ竜出身）

心
に
は 

いつ
も「
ふ
る
さ
と
鮫
川
」あ
り

　

私
は
、
赤
坂
東
野
内
ケ
竜

生
ま
れ
で
す
。
鮫
川
村
を
離

れ
、
ふ
と
思
え
ば
早
い
も
の
で

49
年
が
経
ち
ま
し
た
。
小
学

校
の
頃
は
、
友
人
と
学
校
の

帰
り
道
、
山
い
ち
ご
や
ア
ケ

ビ
な
ど
を
お
や
つ
替
わ
り
に
食

べ
な
が
ら
帰
宅
し
た
こ
と
。
中

学
校
で
は
野
球
部
、
高
台
の

壇
の
岡
で
仲
間
と
汗
を
流
し
、

夕
方
ま
で
ボ
ー
ル
を
追
い
続

け
た
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
浮
か

び
ま
す
。

　

今
ま
で
、
大
き
な
病
気
も

せ
ず
健
康
で
生
活
で
き
る
の

も
、
鮫
川
の
素
晴
ら
し
い
自

然
と
豊
か
な
環
境
で
育
ま
れ

◆ プロフィール◆ プロフィール
【生年月日】 昭和28年1月1日
【 学  校 】 昭和46年 福島県立塙工業高等学校卒業
　　　　　昭和48年 東京文化服装学院卒業
【 仕  事 】 昭和48年 ㈱ヨシイ―入社
　　　　　昭和54年 ㈲モード・ハネダ設立
　　　　　　　　　　　　　　（現在に至る）
【 家  族 】 妻、長男、二男、三男
【 趣  味 】 カラオケ、ウォーキング

た
こ
と
に
あ
る
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て

も
、
鮫
川
に
は
沢
山
の
同
級

生
た
ち
が
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
彼
や
彼
女
た
ち
に
会

う
と
、
心
か
ら
打
ち
解
け
語

り
合
え
る
の
が
一
番
の
リ
ハ
ビ

リ
で
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
絆
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

私
に
も
孫
達
が
5
人
お
り

ま
す
。
鮫
川
へ
の
里
帰
り
は
、

自
然
豊
か
な
場
所
で
の
セ
ミ

や
カ
ブ
ト
虫
、
ト
ン
ボ
な
ど

の
採
取
や
川
遊
び
で
す
。
心

か
ら
楽
し
み
、
８
月
に
な
る

と
鮫
川
に
行
こ
う
と
せ
が
ま

れ
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
の

で
す
。

　

私
が
会
社
を
設
立
し
て
42

年
。
山
あ
り
谷
あ
り
が
何
度

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
の

危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

は「
鮫
川
魂
」が
基
礎
に
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は「
人
生
ゆ
っ
く

り
」、
孫
の
サ
ッ
カ
ー
応
援
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
せ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
子
供
も
、
周
囲
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
プ
ロ
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
の
夢
を
叶
え
ま
し

た
。（
二
男
憲
司
が
2
0
0
0

年
に
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に

入
団
。
現
在
、
松
本
山
雅
コ
ー

チ
に
師
事
し
て
い
ま
す
）私
も

現
在
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手

を
目
指
す
市
内
の
小
中
学
生

の
選
手
チ
ー
ム
に
関
わ
り
、

微
力
な
が
ら
支
援
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
日
本
は
、
異
常
気

象
で
甚
大
な
被
害
が
頻
発
し

て
お
り
ま
す
。
鮫
川
村
も
山
々

が
多
い
の
で
、
地
滑
り
な
ど
の

災
害
が
い
つ
も
気
に
か
か
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
仕
事
を
促
進

さ
せ
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

鮫
川
村
の
自
然
に
あ
こ
が
れ
、

元サッカー日本代表監督ジーコ氏と歓談

子供会おみこし

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
移
住
さ

れ
る
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
少
し
で
も
若
い
人
が
増
加
し

”ふ
る
さ
と
鮫
川
村
“の
活
気
と

繁
栄
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

鮫
川
村
の
益
々
の
ご
発
展
と
村

民
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。


